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町 章

日
高
町
民
憲
章

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　

快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　

心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　

健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し　

汗
を
流
し

　

活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち　

ふ
れ
あ
い
を

　

大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す

人
が
町
を
つ
く
り

　

町
が
人
を
つ
く
る

日高町の頭文字『ひ』を図
案化したもので、円形は住
民の融和と団結を表し、上
部の翼は町の飛躍、発展を
象徴しています。

人　口 　7,718人
　男 　3,656人
　女 　4,062人
世帯数 　2,627戸

平成18年3月31日現在

編集発行 日高町役場

☎0738-63-2051㈹
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豊かでうるおいのあるまち
“ホッとタウン・ひだか”

県支出金
279,613（7.7%）

国庫支出金
319,745（8.9%）

　　　地方
　交付税
1,411,692
（39.1%）

町　税
563,313
（15.6%）

繰入金
393,189
（10.9%）

自主財源
1,189,372（33.0%）依存財源

2,419,250
（67.0%）

町　債
252,400（7.0%）

地方譲与税           
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

歳入総額
3,608,622

消費的経費
2,211,494（61.3%）

投資的経費
566,937（15.7%）

人件費
730,034
（20.2%）

物件費
771,203
（21.4%）

補助費等
475,279
（13.2%）

扶助費
216,334（6.0%）予備費

4,000（0.1%）

積立金
600（0.0%）

公債費
439,991
（12.2%）

繰出金
385,600
（10.7%）

普通建設事業費
566,937（15.7%）

歳出総額
3,608,622

総務費
582,208
（16.1%）

民生費
860,617
（23.8%）

衛生費
371,772
（10.3%）

農林水産業費
607,705（16.9%）

商工費
63,131（1.8%）

土木費
118,562（3.3%）

消防費
130,336（3.6%）

公債費
439,991
（12.2%）

議会費
82,912（2.3%）

予備費
4,000（0.1%）

災害復旧費
100（0.0%）

歳出総額
3,608,622

教育費
347,288
（9.6%）

維持補修費
18,644（0.5%）

65,000（1.8%）
3,000（0.1%）
1,000（0.0%）
1,000（0.0%）
45,000（1.2%）
20,000（0.6%）
20,000（0.6%）
800（0.0%）

分担金・負担金
使用料・手数料
財　産　収　入
寄　　附　　金
繰　　越　　金
諸　　収　　入

91,486（2.5%）
60,692（1.7%）
2,372（0.1%）
1（0.0%）

20,000（0.6%）
58,319（1.6%）

目的別内訳

性質別内訳

特 別 会 計

会　　計　　名 予　　算　　額

下水道事業特別会計 8億6,659 万5 千円

国民健康保険特別会計 3億2,485 万5 千円

老 人 保 健 特 別 会 計 8億8,206 万5 千円

土 地 取 得 特 別 会 計 3,628 万2 千円

介 護 保 険 特 別 会 計 4億8,785 万3 千円

計 25 億9,765 万円

水 道 事 業 会 計

収 益 的 収 入 1億7,894 万9 千円

収 益 的 支 出 2億2,854 万5 千円

資 本 的 支 出 7,956 万円

平成18年度  一般会計予算の構成図
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平成18年度 主要施策

人 と 自 然 が 共 生 し
62億627万2千円予算総額

（単位：千円）
下水道事業の推進 農林水産業・商工業・観光産業の振興

◆農業集落排水……………………………………… 486,714 ◆中山間地域等直接支払関係費…………………… 12,127
　（萩原・荊木・高家・小中） ◆小規模土地改良（萩原農道舗装）……………… 5,000
◆生活排水処理費…………………………………… 124,573 ◆参詣道と水土里のむら機能再生支援…………… 3,000
◆浄化槽設置整備事業費補助金…………………… 2,100 　（荊木農道舗装）

福祉施策の充実 ◆農作物鳥獣害防止対策（電気柵）……………… 1,000
◆介護保険事業関係費……………………………… 487,853 ◆漁港施設整備……………………………………… 371,920
◆ホームヘルプサービス事業委託………………… 881 　比井（防波堤）　産湯（水門）　田杭（水門）
◆在宅介護支援センター事業委託………………… 5,851 ◆商工業の振興……………………………………… 9,260
◆独居老人緊急時支援委託………………………… 4,045 　町商工会補助・まちおこし事業補助等
◆地域包括支援センター費………………………… 26,559 ◆観光の振興………………………………………… 5,143
◆デイサービス事業委託…………………………… 12,163 地籍調査事業の推進
◆老人福祉行事関係費……………………………… 3,735 ◆池田・上志賀・久志・小池・小浦・小坂・産湯……… 178,930
◆身体障害者福祉関係費…………………………… 114,514 　（857ha　4,205 筆）
◆乳幼児医療費の無料化…………………………… 16,941 温泉館「海の里」運営
◆保育所運営費……………………………………… 226,331 ◆温泉館「海の里」関係費………………………… 48,377
◆児童手当…………………………………………… 54,340 保健・医療の充実
◆ひとり親家庭等関係費…………………………… 10,144 ◆保健事業委託費…………………………………… 29,241

防災・安全対策 ◆救急医療・休日急患関係費……………………… 2,250
◆消防施設整備……………………………………… 1,110 ◆国保日高総合病院負担金………………………… 23,951
　（消火栓設置） 教育・文化の振興
◆備蓄用品（乾パン・水もどし餅他）…………… 872 ◆学校給食関係費…………………………………… 64,829
◆ため池整備［県営］……………………………… 16,742 ◆志賀小学校浄化槽接続等………………………… 5,758
　（池田・疎口池） ◆中央公民館耐震補強及び改修…………………… 61,817
◆急傾斜地崩壊対策［県営］（池田）………………… 3,000 ◆中央公民館図書館システム導入………………… 3,727
◆特殊急傾斜地崩壊対策［県営］（阿尾）…………… 300 ◆外国青年招致関係費……………………………… 5,162
◆急傾斜地崩壊対策緊急整備［県営］（上志賀）…… 300
◆日高広域消防事務組合負担金…………………… 95,674
◆交通安全施設……………………………………… 2,000
　（ガードレール、カーブミラー、防犯灯）

道路交通網の整備
◆町道改良整備……………………………………… 40,860
　高家西線（高家）　L=30m
　荊木中央線　L=62m
◆県道整備［県営事業負担金］…………………… 9,040
　御坊由良線・御坊湯浅線・井関御坊線

水道事業の推進
◆水道管布設………………………………………… 43,335
　（高家・小中・萩原・荊木地区）
◆産湯川水管稿取替………………………………… 4,000
　（産湯）

ゴミ処理・衛生環境
◆資源ごみ集団回収補助金………………………… 5,400
◆指定ごみ収集袋等関係費………………………… 4,949
◆不燃物・可燃物・粗大ごみ収集………………… 35,328
◆清掃センター負担金……………………………… 107,701
◆クリーンセンター負担金………………………… 47,776
◆斎場関係費………………………………………… 10,324

【参考：一般会計当初予算総額】
年　　度 当初予算総額
平成18年度 36億 862 万 2,000 円
平成17年度 38億 7,365 万 6,000 円
平成16年度 45億 8,801 万 4,000 円
平成15年度 36億 9,870 万 4,000 円
平成14年度 42億 1,918 万 8,000 円
平成13年度 38億 1,273 万 1,000 円
平成12年度 36億 3,032 万 8,000 円
平成11年度 39億 7,398 万 8,000 円
平成10年度 34億 4,060 万 7,000 円
平成 9年度 31億 6,858 万 3,000 円
平成 8年度 32億 9,332 万 8,000 円
平成 7年度 47億 2,799 万 8,000 円
平成 6年度 28億 7,680 万 3,000 円
平成 5年度 27億 5,614 万円
平成 4年度 27億 2,094 万 4,000 円
平成 3年度 24億 1,106 万 9,000 円
平成 2年度 22億 1,787 万 4,000 円
平成元年度 23億 3,758 万 8,000 円
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行
財
政
改
革
を
加
速
さ
せ
、安
心
で

豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
！

施
政
方
針

日高町長　中　善夫

新
年
度
に
向
か
う
私
の
所
信
と

施
策
の
大
要
を
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
14
年
10
月
に
町
長
就
任
以

来
、
住
民
の
皆
様
か
ら
の
期
待
や

想
い
に
応
え
る
べ
く
、
皆
様
の
幸

せ
を
第
一
に
考
え
、
安
心
し
て
豊

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基

本
に
、
誠
実
で
信
頼
さ
れ
る
行
政

を
目
指
し
、
全
身
全
霊
を
捧
げ
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
早
、

４
年
目
に
入
り
改
め
て
そ
の
使
命

と
重
責
を
噛
み
締
め
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
改
め
て
、
議
員
各
位
、

並
び
に
町
民
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
私
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
残
さ
れ
た
任
期
を
住
民
福

祉
の
増
進
の
た
め
、
渾
身
の
努
力

を
傾
注
し
て
ま
い
る
決
意
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
12
月
に
発
表
さ
れ

ま
し
た
平
成
17
年
国
勢
調
査
の
速

報
に
よ
り
ま
す
と
、
我
が
国
の
人

口
は
５
年
前
に
比
べ
83
万
人
増
加

し
、
増
加
率
は
０
．
７
パ
ー
セ
ン

ト
で
戦
後
最
低
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
人
口
動
態
調
査
で
は
、
昨

年
の
出
生
数
が
１
１
０
万
人
を
下

回
り
、
戦
後
初
め
て
人
口
が
減
少

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
世
界
で

も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
速
さ
で

少
子
高
齢
化
が
進
む
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
我
が
国
の
経
済
は
、
個

人
消
費
が
序
々
に
伸
び
て
い
る
も

の
の
、
景
気
回
復
に
向
け
て
の
足

取
り
が
依
然
と
し
て
重
く
、
今
な

お
本
格
的
な
回
復
と
は
言
い
難
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
税
収
減
や

三
位
一
体
の
改
革
な
ど
の
影
響
を

受
け
、
行
財
政
環
境
は
極
め
て
厳

し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る

た
め
、
将
来
の
財
政
負
担
、
投
資

効
果
を
十
分
に
見
極
め
、
健
全
な

る
財
政
の
構
築
に
向
け
、
従
来
に

も
ま
し
て
徹
底
し
た
見
直
し
と
改

革
を
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革

や
地
方
分
権
改
革
の
一
環
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
る
合
併
問
題
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
４
月
１
日
に

市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す

る
法
律
、
い
わ
ゆ
る
新
法
が
施
行

さ
れ
、
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
新

法
に
基
づ
く
自
主
的
な
市
町
村
の

合
併
の
推
進
に
関
す
る
構
想
を
策

定
す
る
た
め
、
和
歌
山
県
市
町
村

合
併
推
進
審
議
会
を
設
置
し
、
審

議
会
で
構
想
の
素
案
が
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、去
る
２
月
14

日
県
知
事
か
ら
「
和
歌
山
県
市
町

村
合
併
推
進
構
想
」が
対
象
市
町

村
に
通
知
さ
れ
、そ
の
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
、２
月
28
日
に
全
員
協

議
会
に
お
い
て
、ご
説
明
申
し
上
げ

ま
し
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
市
町
村
合
併
は
、
地
域

の
将
来
を
大
き
く
方
向
付
け
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
検

討
・
議
論
を
行
う
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
ま
だ
提
供
で
き
る
資

料
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
資
料
が
届
き
次
第
十
分
検

討
し
、
議
員
の
皆
様
に
ご
相
談
申

し
あ
げ
、
進
む
べ
き
道
を
見
定
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
平
成
18
年
度
の
予
算

編
成
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す

と
、
国
の
地
方
財
政
対
策
に
お
き

ま
し
て
は
、
税
収
の
伸
び
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
地
方
税
で

１
兆
５
千
８
百
億
円
の
増
額
と
な

り
、
地
方
一
般
財
源
の
総
額
は
、

前
年
度
を
上
回
っ
て
確
保
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
税
収
増

と
な
る
一
方
で
、地
方
交
付
税
は
、

前
年
度
比
５
．
９
パ
ー
セ
ン
ト
、

９
千
９
百
億
円
の
減
額
と
な
り
、

当
町
の
よ
う
に
税
収
増
が
見
込
め

な
い
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
実
質

的
に
減
額
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
三
位
一
体
改

革
に
お
け
る
普
通
交
付
税
の
見
直

し
に
よ
り
、
不
交
付
団
体
の
増
加

や
、平
成
17
年
国
勢
調
査
人
口
が
、

本
年
度
の
交
付
分
か
ら
反
映
さ
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
人
口
の
伸
び

率
が
県
内
二
位
と
な
っ
た
当
町
に

お
き
ま
し
て
は
、
影
響
は
軽
微
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
地
方
交
付
税
の

削
減
に
伴
っ
て
発
行
さ
れ
て
き
た

赤
字
地
方
債
で
あ
る
臨
時
財
政
対

策
債
は
、
前
年
度
比
９
．
８
パ
ー

セ
ン
ト
、
３
千
２
百
億
円
の
減
額

と
な
り
、
地
方
自
治
体
の
お
か
れ

て
い
る
立
場
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
態
が
続
く
も
の
と
懸
念
さ

れ
ま
す
。

本
年
度
は
、
行
財
政
改
革
大
綱

や
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
き
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
強
化
す
る

ほ
か
、
主
要
施
策
の
絞
り
込
み
や
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
各
種
補

助
金
の
削
減
等
々
厳
し
い
財
政
事

情
を
乗
り
切
る
た
め
の
方
策
を
講

じ
、
住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
豊

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
規

模
は
、
36
億
８
百
62
万
２
千
円
、

前
年
度
比
６
．
８
パ
ー
セ
ン
ト
の

減
で
ご
ざ
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
、国
民
健
康
保
険
、

老
人
保
健
、
土
地
取
得
、
介
護
保

険
の
５
つ
の
特
別
会
計
予
算
額

は
、
25
億
９
千
７
百
65
万
円
、
一

般
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、

62
億
６
百
27
万
２
千
円
、
前
年
度

比
１
．
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
で
ご

ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
平
成
18
年
度
予
算

に
盛
り
込
み
ま
し
た
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
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地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

国
の
人
口
構
造
は
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
２
千
５
百
万
人
を
越

え
、
総
人
口
の
19
．
８
パ
ー
セ
ン

ト
（
平
成
17
年
３
月
１
日
現
在
）

を
占
め
、
さ
ら
に
２
０
１
５
年
に

は
、
人
口
構
成
の
特
に
大
き
い
団

塊
の
世
代
が
高
齢
期
を
迎
え
、
高

齢
化
率
は
、
34
パ
ー
セ
ン
ト
程
度

に
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
が
、
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成

17
年
３
月
の
高
齢
化
率
は
、
25
．

９
パ
ー
セ
ン
ト
と
国
を
上
回
り
、

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
に
よ
り

介
護
を
要
す
る
方
の
割
合
が
高
い

75
歳
以
上
の
「
後
期
高
齢
者
」
が

増
加
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
の
た
め
、
介
護
保
険
制
度
の

充
実
と
日
高
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
並
び
に
社
会
福
祉
法
人
博
愛

会
と
の
連
携
を
密
に
し
、
高
齢
者

の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
故
郷
、
日

高
町
で
十
分
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
の
整
備

に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
「
第
三
期
介
護
保
険
事
業

計
画
及
び
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」の
遂
行
に
あ
た
り
、新
た
に「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

公
正
、
中
立
な
立
場
か
ら
、
高
齢

者
が
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め

の
保
健
福
祉
の
総
合
的
な
相
談
窓

口
の
ほ
か
、
要
介
護
状
態
の
予
防

の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
主
治
医
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
支
援
し
、
利

用
者
に
と
っ
て
一
番
良
い
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
調
整
等
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
介
護
保
険
制
度
の
充
実

及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
た
め
、
住
民
課
を
住
民
福
祉
課

と
し
、
福
祉
、
保
健
及
び
介
護
保

険
関
係
の
業
務
を
担
当
し
、
保
健

衛
生
課
を
生
活
環
境
課
に
改
め
、

公
衆
衛
生
、
斎
場
、
生
活
環
境
に

関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
機
構
改

革
の
条
例
改
正
を
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

保
健
衛
生
・
福
祉
関
係

町
民
の
健
康
づ
く
り
推
進
の
た

め
、
現
在
、
基
本
健
診
、
各
種
が

ん
検
診
を
、
各
地
域
に
お
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
健
診
は
、
健
康

な
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
重

要
な
こ
と
か
ら
、
更
に
普
及
・
啓

発
に
努
め
、
受
診
率
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
住
民
自
身
が
健
康

に
関
心
を
持
ち
、
生
活
習
慣
病
等

を
予
防
す
る
よ
う
住
民
意
識
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
65
歳
以
上

の
高
齢
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
介

護
保
険
制
度
と
の
連
携
が
特
に
重

要
視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に

お
き
ま
し
て
も
新
た
に
始
ま
る
、

介
護
予
防
事
業
を
考
慮
し
、
寝
た

き
り
な
ど
の
原
因
と
な
る
生
活
機

能
の
低
下
、
生
活
環
境
上
の
問
題

等
の
改
善
を
図
る
た
め
、保
健
サ
ー

ビ
ス
等
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
志
賀
保
育
所
増
改
築
工

事
の
際
に
、
園
児
の
健
康
面
を
考

慮
し
、
空
調
機
器
を
導
入
し
ま
し

た
が
、
他
の
保
育
所
２
園
と
の
設

備
面
の
均
衡
と
、
快
適
な
保
育
環

境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
内
原
・

比
井
保
育
所
の
空
調
設
備
の
整
備

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
ご
み
処
理
対
策
に
つ
い

て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、大
量
生
産
、

大
量
消
費
型
の
社
会
が
多
量
に
廃

棄
物
を
生
み
出
し
、
地
球
環
境
に

大
き
な
負
荷
を
か
け
て
お
り
、
そ

の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な

か
、
本
年
度
も
ひ
き
続
き
、
６
種

分
別
に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
と
再

資
源
化
の
た
め
、
ご
み
分
別
の
徹

底
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
お

願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
資
源
ご
み
の
集
団
回
収

に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
本
年
度

も
住
民
参
加
に
よ
る
環
境
対
策
と

資
源
の
有
効
利
用
と
い
う
観
点
か

ら
助
成
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

下
水
道
事
業
の
推
進

環
境
問
題
が
一
段
と
注
目
さ

れ
、
大
き
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ

る
今
日
、
特
に
生
活
雑
排
水
に

よ
る
水
質
汚
濁
が
、
河
川
や
海
に

様
々
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
言
わ

れ
て
い
る
中
、
公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
を
図
り
、
快
適
で
衛
生
的

な
生
活
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、

下
水
道
事
業
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
３
年
度
か
ら
の
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
事
業
の
導
入
に
始
ま

り
、
漁
業
集
落
排
水
処
理
事
業
の

完
成
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ

る
谷
口
・
小
池
処
理
区
の
完
成
、

さ
ら
に
本
年
度
は
内
原
東
処
理
区

の
処
理
場
に
着
手
し
、
平
成
20
年

度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
町
内
全
域
に
お
け
る

生
活
排
水
処
理
率
は
50
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推

進
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
志

賀
、
久
志
、
中
志
賀
、
田
杭
地
区

で
導
入
す
る
運
び
と
な
り
、
本
年

度
よ
り
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
昨
年
度
、
農
業
集
落
排

水
事
業
、
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推

進
事
業
、
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業

を
一
つ
に
ま
と
め
た
、「
地
域
再

生
計
画
、
汚
水
処
理
施
設
整
備
交

付
金
事
業
」
の
認
定
を
、
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
平

成
３
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
始
め

て
ま
い
り
ま
し
た
下
水
道
事
業

は
、
平
成
21
年
度
を
も
っ
て
完
遂

で
き
る
運
び
と
な
り
、
こ
れ
も
ひ

と
え
に
国
、
県
、
並
び
に
地
元
の

皆
様
方
の
ご
努
力
、
ご
協
力
の
た

ま
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
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防
災
対
策
事
業
の
推
進

農
地
防
災
事
業
と
し
て
、
地
震

及
び
集
中
豪
雨
に
よ
る
堤
防
の
決

壊
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
た
め
池

等
整
備
事
業
に
よ
り
、
池
田
地
区

疎
口
池
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

治
水
防
災
事
業
と
し
ま
し
て

は
、
住
民
の
財
産
及
び
人
命
の
安

全
対
策
を
目
的
に
、
池
田
地
区
の

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
を
継
続

し
ま
す
。

地
震
・
津
波
対
策
と
し
ま
し
て

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
木
造

住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
東
南
海
・

南
海
地
震
に
よ
る
津
波
が
想
定
さ

れ
る
中
で
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
、
津
波
危
機
管
理
対

策
緊
急
事
業
に
よ
り
産
湯
地
区

で
、
産
湯
川
に
続
き
、
南
出
川
の

水
門
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
田
杭
地
区
に
お
い
て
も
、

新
規
に
水
門
新
設
に
係
る
設
計
及

び
防
潮
堤
の
耐
震
診
断
を
行
な
い

ま
す
。

ま
た
、
防
災
情
報
を
一
箇
所
で

わ
か
り
や
す
く
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
活
用
す
る
た
め
、
平
成
19
年
の

秋
、
稼
働
に
向
け
、
和
歌
山
県
総

合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
県
・
市
町
村
・
消
防

本
部
等
を
結
ぶ
防
災
行
政
無
線

を
、
衛
星
系
無
線
と
有
線
に
よ
る

通
信
ル
ー
ト
の
二
重
化
を
図
る
と

と
も
に
、
映
像
や
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
な
ど
最
新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆

使
し
て
、
災
害
の
全
体
像
を
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
機
関
の
連

携
を
強
化
し
、
早
期
に
対
策
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で

す
。ま

た
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら

が
守
る
」
自
主
防
災
組
織
の
育
成

に
向
け
、
県
及
び
日
高
広
域
消
防

本
部
の
ご
協
力
の
も
と
、
地
震
・

津
波
対
策
研
修
会
、
初
期
消
火
訓

練
等
を
実
施
し
、
地
域
の
方
々
に

十
分
な
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
網
の
整
備

住
民
の
日
常
生
活
や
地
域
経

済
、
社
会
活
動
の
維
持
発
展
に
、

道
路
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
社

会
資
本
で
あ
り
、
町
づ
く
り
の
骨

格
形
成
、
並
び
に
町
土
の
均
衡
あ

る
発
展
を
図
る
上
か
ら
も
、
住
民

生
活
と
密
接
に
関
連
す
る
生
活
道

路
を
は
じ
め
、
基
幹
交
通
体
系
と

な
る
幹
線
道
路
網
の
整
備
を
計
画

的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
川
南
イ
ン
タ
ー
が
、
完
成
後

一
年
余
り
経
過
し
、
そ
の
関
連
道

路
と
し
て
の
県
道
井
関
御
坊
線

と
、
通
勤
通
学
路
と
し
て
、
非
常

に
危
険
で
あ
る
谷
口
地
区
交
差
点

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
・
県
に
対

し
、
再
三
再
四
、
要
望
を
重
ね
て

き
た
結
果
、
県
道
路
予
算
が
縮

小
さ
れ
て
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
二
路
線
と
も
町
負
担
金
を
伴

わ
な
い
臨
時
交
付
金
事
業
で
採
択

さ
れ
、
本
年
度
よ
り
物
件
補
償
及

び
用
地
買
収
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
翌
年
度
よ
り
工
事
着
手
で
き

る
よ
う
、
よ
り
強
く
要
望
を
重
ね

て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
御
坊
由
良
線
の
工
事
に

つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
町
道
関
係
に
つ
き
ま
し

て
は
、
高
家
下
志
賀
線
並
び
に

鹿
ヶ
瀬
線
が
完
成
し
、
幹
線
道
路

網
も
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、

残
る
高
家
西
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
も
用
地
買
収
を
行
な

う
と
と
も
に
、
工
事
に
も
着
手
し

て
ま
い
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
並
び
に

商
工
業
の
振
興

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
・
担
い
手
の
減
少
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に
加

え
、
国
内
外
を
問
わ
な
い
産
地
間

競
争
の
激
化
、「
食
」
の
安
全
・

安
心
や
健
康
志
向
が
強
く
求
め
ら

れ
る
な
ど
、
多
様
な
課
題
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
17
年
度
に
制
度
改
正
が

行
わ
れ
、
平
成
21
年
度
ま
で
継
続

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、

協
定
集
落
は
21
集
落
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
農
地
の
遊
休
化
の
防
止
や
、

多
面
的
機
能
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
が
依
然
と
し
て
多
発
し

て
お
り
、
収
穫
量
の
減
少
と
生
産

意
欲
の
減
退
等
を
招
き
、
農
業
経

営
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
単
に
よ
る
農
作
物

鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
を
継
続

し
、
電
気
柵
等
の
防
止
施
設
設
置

に
対
し
補
助
を
行
い
、
被
害
の
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
米
の
生
産
調
整
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
度
は
全
体
で

１
千
７
百
19
．
８
ト
ン
の
生
産
目

標
数
量
が
割
り
当
て
ら
れ
、
昨
年

よ
り
19
．
５
ト
ン
の
減
と
な
り
、

や
や
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

米
生
産
農
家
に
は
、
そ
の
趣
旨

等
を
十
分
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

今
後
も
農
業
情
勢
の
急
速
な
変

化
に
対
応
す
べ
く
、認
定
農
業
者
・

担
い
手
農
家
の
確
保
・
育
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
農
業
者
の
意
識

改
革
・
農
業
所
得
の
向
上
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
基
盤
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
荊
木
・
萩
原
地
区
に
お

い
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
農

村
総
合
整
備
事
業
が
完
成
し
ま
し

た
が
、
農
道
部
分
が
未
舗
装
で
あ

り
、
本
年
度
よ
り
、
小
規
模
土
地

改
良
事
業
及
び
参
詣
道
と
水
土
里

の
む
ら
機
能
再
生
支
援
事
業
の
補

助
事
業
を
取
り
入
れ
、
農
道
舗
装

工
事
に
着
手
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
効
率
的
な
農
業
経
営
が
実
施
さ

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

な
お
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
は
、
日
高
町
地
域
防
災
計
画

に
お
い
て
収
容
避
難
所
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

機
能
が
十
分
果
た
せ
る
か
の
耐
震

診
断
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
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め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
水
産
業
の
振
興
に
つ
き

ま
し
て
は
、
漁
業
資
源
の
減
少
や

漁
場
環
境
の
悪
化
、
魚
価
の
低
迷

と
も
相
ま
っ
て
、
漁
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
、
後
継
者
不
足
等
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
本
年

度
も
藻
場
回
復
の
た
め
、
昨
年
設

置
し
た
試
験
礁
の
追
跡
調
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
放
流
事
業
な

ど
に
よ
り
漁
家
所
得
の
向
上
と
、

沿
岸
漁
業
の
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
漁
港
の
利
便
性
、
安
全

性
を
目
的
と
す
る
漁
港
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
比
井
地
区
に
お
い

て
、
昨
年
度
防
波
堤
新
設
に
係
る

測
量
設
計
が
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、
本
年
度
よ
り
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
例
年
ど
お
り
小
企
業
等
経
営

改
善
資
金
等
を
受
け
た
商
工
業
者

に
、
そ
の
利
子
の
50
パ
ー
セ
ン
ト

を
補
給
し
、
経
営
の
安
定
を
図
る

と
と
も
に
、
小
規
模
事
業
者
の
指

導
団
体
で
あ
る
商
工
会
に
対
し
て

も
補
助
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
補
助
金
の
見
直
し
を
図
る

中
、「
ク
エ
の
ま
ち　

日
高
町
」

を
内
外
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
日
高
町
の
独
自
性
を
図
る
上

か
ら
も
「
ク
エ
・
フ
ェ
ア
」
等
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
と
同
額

分
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
日
高
町
の
ク
エ
を
始

め
、
熊
野
古
道
、
黒
竹
、
み
ち
し

お
の
湯
、
西
山
及
び
産
湯
海
水
浴

場
と
い
っ
た
観
光
資
源
を
生
か
し

誘
客
活
動
に
努
め
、
観
光
産
業
の

振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
温
泉
館
「
海
の
里
」
で

あ
り
ま
す
が
、
昨
年
６
月
で
５
周

年
を
迎
え
、
入
館
者
数
は
50
万
人

を
達
成
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
町
内
の
各
種
団
体

や
町
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
等
を
行
い

増
客
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
の
体
制
を
見
直

し
、
人
件
費
の
節
減
に
努
め
る
と

と
も
に
効
果
的
な
運
営
を
行
い
、

維
持
管
理
に
つ
い
て
も
一
層
の
縮

減
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

教

育

の

充

実

今
、
教
育
界
は
大
き
な
変
革
期

の
真
っ
直
中
に
あ
り
、
義
務
教
育

に
お
け
る
六
・
三
制
の
弾
力
化
の

検
討
や
、
学
校
評
議
員
制
・
運
営

協
議
会
の
設
置
や
学
校
評
価
シ
ス

テ
ム
・
教
員
評
価
の
導
入
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
山
積
み
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
10
月
26
日
に
中
央

教
育
審
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
答
申

は
、「
新
し
い
義
務
教
育
を
創
造

す
る
」
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
教
育

の
目
標
を
明
確
化
し
、
教
育
内
容

の
改
善
、
義
務
教
育
制
度
の
見
直

し
、
学
校
・
教
育
委
員
会
の
改
革

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
義
務
教
育
に

大
き
く
変
革
を
求
め
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
教
育
委
員
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
「
和
歌
山
の
こ
れ
か

ら
の
義
務
教
育
」
の
報
告
書
を
作

成
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、

一
、
魅
力
あ
る
教
育
の
創
造

二
、
和
歌
山
の
個
性
あ
る
教
育
の

創
造

三
、
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り

四
、
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

の
体
制
強
化

の
四
点
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
当
町

と
し
て
は
、
４
町
で
指
導
主
事
の

共
同
設
置
を
行
っ
て
お
り
、
県
と

地
方
の
教
育
に
お
け
る
連
絡
調
整

や
指
導
助
言
な
ど
、
教
育
行
政
全

般
に
わ
た
っ
て
支
障
の
な
い
よ
う

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
し
い

教
育
の
動
き
に
対
応
し
、
教
育
の

低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
、
き
め
細
か

な
検
討
と
方
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

今
や
情
報
技
術
の
急
速
な
進

展
に
よ
り
、
多
種
多
様
な
分
野
で

の
情
報
化
が
進
む
中
、
学
習
指
導

要
領
に
よ
る
総
合
的
な
学
習
時
間

等
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
て

お
り
、
本
年
度
は
小
学
校
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
機
器
を
新
機
種
に
更
新

す
る
と
共
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
慣
れ
親

し
む
た
め
、
児
童
１
人
１
台
使
用

で
き
る
よ
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室

を
整
備
し
、
学
校
教
育
の
情
報
化

を
「
加
速
化
」
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
、
子
ど
も
た
ち

の
勤
労
観
、
職
業
観
を
育
て
る
た

め
に
、
中
学
校
に
お
い
て
五
日
の

職
場
体
験
学
習
活
動（
キ
ャ
リ
ア
・

ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
）
を
実
施

致
し
ま
す
。

次
に
、
青
少
年
対
策
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
最
近
全
国
的
に
、

子
ど
も
た
ち
が
下
校
途
中
に
犠
牲

と
な
る
事
件
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
日
高
管
内
に
お
い
て
も
不
審

者
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
い

つ
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
か
分
か

ら
な
い
世
情
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
町
で
は
青
少
年
対
策
本
部

（
13
団
体
）
を
中
心
に
、「
あ
い
さ

つ
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
供
や
大
人
が
「
あ
い
さ

つ
」
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
に

よ
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
繋

げ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
「
き

し
ゅ
う
君
」、「
ネ
ッ
ト
き
し
ゅ
う

君
」
活
動
が
、
犯
罪
の
起
こ
ら
な

い
、
明
る
い
地
域
社
会
を
実
現
す

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
へ
は
、
不
審
者
侵

入
対
策
と
し
て
、
防
犯
器
具
（
さ

す
ま
た
）
を
備
え
る
と
と
も
に
、

学
校
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々

に
「
子
供
の
安
全
を
見
守
る
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
」を
着
用
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
へ
の
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む

た
め
、
自
然
体
験
や
生
活
体
験
な

ど
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

公
民
館
は
、
只
今
、
ア
ス
ベ
ス

ト
問
題
の
た
め
使
用
禁
止
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
耐
震
補
強

工
事
を
含
め
た
設
計
を
行
い
、
本

年
度
に
お
い
て
改
修
工
事
を
実
施
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す
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

改
修
計
画
の
内
容
は
、
ア
ス
ベ

ス
ト
囲
い
込
み
工
事
と
耐
震
補
強

工
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
改

修
を
機
会
に
、
高
齢
者
等
に
配
慮

し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
行

う
と
と
も
に
、
図
書
貸
し
出
し
を

充
実
す
る
た
め
、
図
書
室
の
隣
に

児
童
室
と
事
務
室
を
移
転
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ

レ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
多
目
的
ト

イ
レ
を
新
た
に
設
置
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

公
民
館
図
書
に
つ
き
ま
し
て

は
、
来
館
者
が
読
み
た
い
本
や
情

報
を
簡
単
に
検
索
で
き
る
よ
う
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
管
理
す
る
と
と
も

に
、
個
人
情
報
の
保
護
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
学
校
教
育
並
び
に
社
会

教
育
の
向
上
は
、
我
が
日
高
町
の

将
来
を
方
向
付
け
る
上
に
お
い

て
、
極
め
て
重
要
な
課
題
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
豊
か
な
人
間
性
を

育
め
る
よ
う
更
な
る
教
育
の
推
進

と
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
籍
調
査
事
業
の
推
進

土
地
行
政
を
円
滑
に
進
め
て
行

く
上
に
お
い
て
、
地
籍
調
査
事
業

の
推
進
は
、
貴
重
な
財
産
で
あ
る

土
地
の
正
し
い
位
置
、
境
界
、
番

地
、
地
目
、
面
積
を
明
確
化
す
る

極
め
て
重
要
な
役
割
を
し
め
て
お

り
ま
す
。

平
成
５
年
度
に
事
業
着
手
以

来
、
地
籍
調
査
推
進
委
員
、
関
係

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
２
千
６
百
94
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

２
万
３
千
９
百
54
筆
、
進
捗
率
58

パ
ー
セ
ン
ト
の
調
査
を
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
の
計
画
は
、
池
田
、
小

池
、
久
志
、
上
志
賀
、
小
浦
、
小

坂
、
産
湯
地
区
の
農
地
と
宅
地

及
び
山
林
等
総
面
積
８
百
57
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
総
筆
数
４
千
２
百
５
筆

を
対
象
に
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

以
上
、
本
年
度
の
主
要
施
策
の

一
端
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
予

算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民

福
祉
の
向
上
と
町
政
発
展
の
た

め
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
議
員
各
位
、
並
び
に
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
18
年
３
月
議
会
に
お
け

る
施
政
方
針
演
説
抜
粋
）

平
成
18
年
４
月
に
、
市
町
村
税

の
滞
納
整
理
を
専
門
に
行
な
う

「
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
組
織
は
、
税
の
公
平
性
の

確
保
と
、
滞
納
額
の
縮
減
を
図
る

た
め
、
市
町
村
単
独
で
の
処
理
が

困
難
な
滞
納
事
案
を
引
き
受
け
、

財
産
差
押
や
公
売
な
ど
の
滞
納
処

分
を
前
提
に
滞
納
整
理
を
行
う
広

域
的
組
織
で
す
。

平成18年4月に

「和歌山地方税回収機構」「和歌山地方税回収機構」
設 立設 立

～市町村税の徴収専門知識～

【
組　
　

織
】

機
構
の
職
員
は
、
市
町
村
と
県

か
ら
の
派
遣
職
員
等
で
構
成
し
、

よ
り
専
門
性
の
高
い
滞
納
整
理
を

行
う
た
め
、
国
税
経
験
者
、
弁
護

士
な
ど
を
顧
問
と
し
て
配
置
し
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
す
。

【
機
構
設
立
の
経
緯
】

県
内
の
市
町
村
税
の
徴
収
率
は

年
々
低
下
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
状
況
を
放
置
す
れ
ば
、
地
方
税

に
対
す
る
不
公
平
感
が
増
大
し
、

税
務
行
政
へ
の
不
信
感
な
ど
に
つ

な
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
状
況
の
解

決
を
目
指
す
取
組
と
し
て
、
県
内

全
市
町
村
が
参
加
し
滞
納
整
理
の

専
門
組
織
で
あ
る
「
和
歌
山
地
方

税
回
収
機
構
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

【
機
構
の
活
動
】

市
町
村
か
ら
、
再
三
に
わ
た
る

催
告
に
応
じ
な
い
も
の
、
滞
納
額

が
高
額
な
も
の
な
ど
の
滞
納
事
案

を
引
き
受
け
、
迅
速
に
滞
納
整
理

を
行
い
ま
す
。

機
構
で
は
、
広
範
囲
な
財
産
調

査
に
よ
り
、
換
価
し
や
す
い
財
産

を
発
見
し
、
速
や
か
に
滞
納
処
分

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
の
公
売
も
行
い
ま

す
。

和 歌 山 地 方 税 回 収 機 構和 歌 山 地 方 税 回 収 機 構
構 成 団 体 県内市町村（和歌山県は支援団体）

所 在 地 〒640-8263　和歌山市茶屋ノ丁２番１　和歌山県自治会館６階

業 務 内 容 市町村税・個人県民税・国民健康保険税（料）の滞納整理、不動産公売等

滞納整理の範囲 財産調査、財産の差押、差押財産の公売
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地　区 収　集　場　所 収集日（年４回収集） 地　区 収　集　場　所 収集日（年４回収集）

第
一
地
区

池 田 池 田 公 民 館 前

平成18年 4月 9日（日）
〃　 7月 9日（日）
〃　10月 1日（日）

平成19年 1月14日（日）

第
四
地
区

比 井 比 井 漁 港 内

平成18年 5月14日（日）
〃　 8月20日（日）
〃　11月26日（日）

平成19年 2月18日（日）

東光寺 東 光 寺 公 民 館 前 津久野 県 道 三 叉 路 付 近

内ノ畑 内 ノ 畑 公 民 館 前 小 浦 小 浦 公 民 館 前

原 谷
農協原谷事業所北 方 杭 方杭農道入口付近

原 奧 旧 バ ス 停 前 小 杭 県 道 三 叉 路 付 近

柏 柏コミユニティセンター横

第
二
地
区

萩 原 萩 原 公 民 館 前

平成18年 4月16日（日）
〃　 7月16日（日）
〃　10月22日（日）

平成19年 1月21日（日）

第
五
地
区

上志賀 旧上志賀バス停付近

平成18年 6月11日（日）
〃　 9月10日（日）
〃　12月 3日（日）

平成19年 3月11日（日）

荊 木

西本木材産業㈱三叉路付近 久 志 大 原 橋 付 近

荊 木 公 民 館 裏
中志賀 志賀小北おろす橋東町有地

下志賀 下志賀コミュニティセンター

駅 前 紀伊内原駅南駐車場 小 池 川上重信氏宅三叉路付近

第
三
地
区

田 杭 田 杭 網 倉 庫 前
平成18年 5月 7日（日）

〃　 8月13日（日）
〃　11月19日（日）

平成19年 2月11日（日）

第
六
地
区

谷 口 文 化 会 館
平成18年 6月18日（日）

〃　 9月17日（日）
〃　12月10日（日）

平成19年 3月18日（日）

阿 尾 東 防 波 堤 付 近 小 中 小 中 作 業 所 前

産 湯 産 湯 バ ス 停 付 近
高 家

高 家 北 集 会 所 前

小 坂 県道箸折三叉路付近 高 家 南 集 会 所 前

※注意…大型（粗大）ごみ用ステッカーを貼っていないものは回収いたしません。

大型（粗大）ごみ回収日程表
大型（粗大）ごみには大型（粗大）ごみ用ステッカー（黄色）が必要です。
燃える大型（粗大）ごみと燃えない大型（粗大）ごみに分別してください。

燃
え
る
大
型
（
粗
大
）
ご
み
と

燃
え
な
い
大
型
（
粗
大
）
ご
み
に

分
別
し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
（
黄
色
）

を
必
ず
貼
っ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ス
テ
ッ
カ
ー
の
な
い
も
の
は

回
収
い
た
し
ま
せ
ん
。

◆
回
収
で
き
る
ご
み

家
具
、
建
具
、
廃
自
転
車
、
ふ

と
ん
（
１
ｍ
以
内
）、
毛
布
（
１

ｍ
以
内
）、
一
斗
缶
、
た
た
み
（
半

分
以
下
に
）、木
片
（
１
ｍ
以
内
）、

ト
タ
ン
（
１
ｍ
以
内
）
の
ほ
か
リ

サ
イ
ク
ル
商
品
機
器
（
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
）

以
外
の
廃
家
電
な
ど
で
２
人
で
持

ち
上
げ
ら
れ
る
重
さ
ま
で
の
も

の
。

◆
回
収
で
き
な
い
ご
み

廃
タ
イ
ヤ
、農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、

ガ
ス
ボ
ン
ベ
、消
火
器
、土
砂
、石
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
壁
土
類
、
産
業

廃
棄
物
、
自
動
車
、
原
付
、
農
機

具
類
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
車
の
部
品

等
。

粗
大
ご
み
を
出
す
場
合
は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う

平成18年度ごみ収集日程表
収集曜日 収集種別 収　集　地　区

一
回
目

月 可燃物
柏･上志賀･小杭･久志･中志賀
下志賀･谷口･小池･方杭･小浦
津久野･比井･小坂･産湯･阿尾･田杭

火 可燃物 原谷･萩原･荊木･池田･高家･小中
毎月
第１水曜日

不燃物
複雑ごみ 原谷･萩原･荊木･池田･高家･小中

柏･上志賀･小杭･久志･中志賀
下志賀･谷口･小池･方杭･小浦
津久野･比井･小坂･産湯･阿尾･田杭

毎月
第２･４･５

水曜日

資源ごみ
ビン・カン類

毎月
第３水曜日

小型プラス
チックごみ

二
回
目

木 可燃物
柏･上志賀･小杭･久志･中志賀
下志賀･谷口･小池･方杭･小浦
津久野･比井･小坂･産湯･阿尾･田杭

金 可燃物 原谷･萩原･荊木･池田･高家･小中
（ごみは当日の午後８時までに出して下さい。）

◎可燃物は週２回収集
◎不燃物・資源ごみ・小型プラスチックごみは、不燃の袋で出して下さい。

平成１８年度
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基
本
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

年
に
一
度
は

健
康
チ
ェ
ッ
ク

本
町
で
は
、
今
年
度
も
基
本
健

康
診
査
並
び
に
各
種
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
。

健
診
と
い
う
と
「
ま
た
受
け
る

の
？
」「
面
倒
だ
な
ぁ
」
と
思
わ

れ
る
方
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
身
体
は
日
々
が
ん

ば
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
が
ん

や
脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症

等
の
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状

が
な
い
場
合
が
多
く
、
気
づ
い
た

と
き
に
は
病
気
が
か
な
り
進
行
し

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い

「
不
調
の
サ
イ
ン
」
を
健
診
で
読

み
と
る
こ
と
が
病
気
の
早
期
発
見

に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
お
く
る
た
め
に
、
年
に
一

度
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
か
ら
、
基
本
健
診
・
胃

検
診
・
大
腸
検
診
・
胸
部
検
診
・

乳
房
検
診
が
一
箇
所
で
受
診
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
胸
部
検

診
の
各
地
区
へ
の
巡
回
と
子
宮
・

乳
房
検
診
の
医
療
機
関
で
の
集
団

検
診
は
と
り
や
め
ま
す
が
、
子
宮

検
診
に
つ
い
て
は
、
町
指
定
医
療

機
関
（
国
保
日
高
総
合
病
院
・
天

津
産
婦
人
科
・
日
高
マ
タ
ニ
テ
ィ

ク
リ
ニ
ッ
ク
）
に
て
、
受
診
料

１
，
５
０
０
円
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

【
基
本
健
診
】

問
診
、
身
体
測
定
、
検
尿
、
血

圧
測
定
、
心
電
図
検
査
、
血
液
検

査
、
内
科
診
察
、
65
歳
以
上
の
方

に
は
「
特
定
高
齢
者
」
を
判
定
す

る
た
め
の
項
目
と
「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
を
実
施
し
、
介
護
予

防
事
業
の
対
象
者
を
選
び
出
す
た

め
の
健
診
を
兼
ね
て
し
ま
す
。

【
胃
検
診
】

問
診
、
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

【
大
腸
検
診
】

問
診
、
便
潜
血
検
査

【
胸
部
検
診
】

問
診
、
胸
部
直
接
エ
ッ
ク
ス
線

検
査（
必
要
に
応
じ
て
喀
痰
検
査
）

【
乳
房
検
診
】

問
診
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）、
視
触
診

【
子
宮
検
診
】

問
診
、
細
胞
診　

一
次
検
診
は
子
宮
頸
が
ん
検
診

で
す
。
子
宮
体
が
ん
検
診
の
対
象

者
は
、
医
師
が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
方
で
す
。　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
住
民

福
祉
課
（
☎
６
３
・
３
８
０
０
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
問
診
票
や

採
尿
容
器
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
ま
す
。
65

歳
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

介
護
予
防
事
業
の
対
象
者
を
選
び

だ
す
た
め
の
健
診
も
兼
ね
て
い
ま

す
の
で
、
65
歳
以
上
の
方
の
受
診

を
特
に
お
す
す
め
し
ま
す
。
基
本

健
診
と
胸
部
検
診
の
問
診
票
は
申

し
込
み
に
関
係
な
く
40
歳
以
上
の

方
に
郵
送
し
ま
す
。

が
ん
を
防
ぐ

た
め
の
８
か
条

こ
の
８
か
条
は
、
と
り
た
て
て

特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
の
な
か
で
、
少
し
だ

け
気
を
つ
け
れ
ば
、
だ
れ
に
で
も

で
き
る
簡
単
な
こ
と
で
す
。
こ
れ

を
機
会
に
日
ご
ろ
の
生
活
態
度
を

総
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
禁　

煙
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
で
も

で
き
る
だ
け
受
動
喫
煙
を
避
け

る
②
適
度
な
飲
酒

日
本
酒
な
ら
一
日
一
合
、

ビ
ー
ル
は
中
ビ
ン
一
本
程
度
以

内
に

③
野
菜
・
果
物
を
一
日
４
０
０
ｇ

野
菜
は
毎
食
、
果
物
は
毎
日

と
る
よ
う
に
す
る

④
食
塩
摂
取
は
最
小
限
に

食
塩
は
一
日
10
ｇ
未
満
を
目

標
に

⑤
運
動
の
継
続

運
動
や
買
い
物
、
日
常
生
活

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
適
度
な
運
動
を
習
慣

に
⑥
体
重
の
維
持

Ｂ
Ｍ
Ｉ
で
27
を
超
え
な
い
、

20
を
下
回
ら
な
い

Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
（
㎏
）
÷
身

長
（
ｍ
）
÷
身
長
（
ｍ
）

⑦
熱
い
飲
食
物
は
最
小
限
に

熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら

飲
む
な
ど
工
夫
を
す
る　

⑧
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
注
意

感
染
の
有
無
を
知
り
必
要
な

治
療
を
、
未
感
染
者
は
予
防
し

ま
し
ょ
う

い
つ
ま
で
も
自
分
の

歯
を
大
切
に
！

〝
健
康
日
高
21
〞
の
目
標
分
野

の
１
つ
に
、『
歯
』☆
い
つ
ま
で
も

自
分
の
歯
を
大
切
に
！
☆
と
い
う

目
標
が
あ
り
ま
す
。

歯
は
、
私
た
ち
の
健
康
と
密
接

に
関
係
し
て
い
ま
す
。
歯
を
失
う

と
、
食
事
を
お
い
し
く
と
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
言
葉
の
発
音

が
不
明
瞭
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
年
を
と
っ
て
歯
を
失
う
の
は

し
か
た
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
歯
を
失
う
原
因
の
ほ
と
ん
ど

は
歯
周
病
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

自
覚
症
状
が
乏
し
い
た
め
放
置
さ

れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
す
。

ま
た
、
歯
の
健
康
は
、
心
臓
病
、

糖
尿
病
、
肺
炎
や
体
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
に
影
響
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
歯
周
病
が
、
気
づ

か
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
し
ま
う

前
に
、
歯
み
が
き
を
は
じ
め
正
し

い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
歯
周

病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
80
歳
に

な
っ
て
も
20
本
以
上
自
分
の
歯

を
保
つ
こ
と
を
目
標
と
し
た

「
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ

ル
）
運
動
」
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
じ
意
味
か
ら
、

「
６
０
２
４
運
動
」
も
提
唱
し
て

い
ま
す
。

歯
周
病
は
生
活
習
慣
病

歯
周
病
は
、
歯
み
が
き
の
習
慣

を
は
じ
め
と
し
た
、
毎
日
の
生
活

習
慣
と
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。

食
生
活
に
お
い
て
、
砂
糖
・
脂
肪

摂
取
量
が
多
く
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ

ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
な
ど
が
不
足

し
が
ち
な
人
に
歯
周
病
は
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
喫
煙
す
る
人
も
注
意
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が
必
要
。
ま
ず
は
自
身
の
生
活
習

慣
に
要
因
は
な
い
か
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
を
予
防

す
る
た
め
に
は

む
し
歯
・
歯
周
病
予
防
の
最
大

の
決
め
手
は
、
歯
の
表
面
に
こ
び

り
つ
い
た
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
を

除
去
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
歯
ブ
ラ
シ
で
正
し
く
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
す
る
習
慣
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
常
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

●
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

　

食
事
を

特
に
歯
の
材
料
に
な
る
カ
ル

シ
ウ
ム
を
含
ん
だ
食
品
（
牛
乳

や
小
魚
な
ど
）を
た
っ
ぷ
り
と
。

●
硬
い
も
の
を
よ
く
か
ん
で

か
め
ば
唾
液
が
で
て
歯
が
清

潔
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
か
む

回
数
が
少
な
い
と
あ
ご
が
弱
く

な
り
、
歯
を
支
え
る
力
も
衰
え

ま
す
。

●
ダ
ラ
ダ
ラ
食
い
は
や
め
る

歯
を
汚
し
、
細
菌
の
繁
殖
を

促
進
し
ま
す
。
特
に
甘
い
も
の

を
食
べ
た
あ
と
は
必
ず
歯
み
が

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
休
養
と
睡
眠
を
十
分
に
と
る

過
労
、
睡
眠
不
足
、
不
摂
生
、

不
規
則
な
生
活
は
、
免
疫
力
を

低
下
さ
せ
、
口
の
中
の
細
菌
も

増
殖
し
ま
す
。

●
喫
煙
は
控
え
る

た
ば
こ
は
血
管
を
収
縮
さ
せ

る
た
め
、
歯
や
歯
ぐ
き
へ
の
血

液
循
環
が
悪
く
な
り
、
抵
抗
力

が
弱
ま
り
ま
す
。

●
歯
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

む
し
歯
や
歯
周
病
は
、
あ
る

程
度
症
状
が
進
行
す
る
ま
で
痛

み
な
ど
の
自
覚
症
状
は
現
れ
ま

せ
ん
。
早
め
に
発
見
し
、
手
遅

れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
治
療
を

は
じ
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

少
な
く
と
も
年
に
一
回
は
歯
科

検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

歯
周
疾
患
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
節
目
と

な
る
年
齢
の
方
を
対
象
に
、
歯
周

疾
患
検
診
を
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

対
象
の
方
に
は
通
知
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ
の
機

会
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課

（
☎
６
３
・
３
８
０
０
）
ま
で

【
日
程
表
説
明
】

◆
巡
回
…
車
で
巡
回
し
て
、
送
迎

し
ま
す
。
送
迎
の
時
間
・
場
所
は

後
日
連
絡
し
ま
す
。

◆
受
診
料
…
右
日
程
で
受
診
さ
れ

る
場
合
、
70
歳
以
上
の
方
は
無
料

で
す
。

胃
…
５
０
０
円　

大
腸
…
３
０
０

円　

乳
房
…
５
０
０
円　

基
本
健

診
…
１
，
０
０
０
円　

胸
部
…
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
‥
無
料　

喀
た
ん

検
査
‥
５
０
０
円

◆
日
高
町
で
は
40
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
基
本
健
診
、
胃
・
大
腸
・

胸
部
・
乳
房
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

（
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、

こ
れ
以
外
の
年
齢
の
方
も
受
診
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。）

子
宮
検
診
は
、
20
歳
以
上
の
女

性
の
方
を
対
象
に
町
指
定
医
療
機

関
（
受
診
料
１
，
５
０
０
円
）
に

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

町
指
定
医
療
機
関
…
国
保
日
高

総
合
病
院　

天
津
産
婦
人
科　

日

高
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク

◆
乳
房
検
診
に
つ
い
て
は
、
上
記

日
程
以
外
に
町
指
定
医
療
機
関

（
受
診
料
１
，
０
０
０
円
）
で
も

受
診
で
き
ま
す
が
、
事
前
に
医
療

機
関
へ
予
約
が
必
要
で
す
。

町
指
定
医
療
機
関
…
国
保
日
高

総
合
病
院
（
☎
２
２・
１
１
１
１
）

和
歌
山
病
院
（
☎
２
２・３
２
５
６
）

医
療
法
人
黎
明
会
健
診
セ
ン
タ
ー
・

キ
タ
デ
（
☎
２
４・３
０
０
０
）

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
つ
い
て

節
目
検
診
で
実
施
し
て
い
た
、
Ｃ
型

肝
炎
の
血
液
検
査
は
、
未
受
診
の

方
だ
け
、
受
診
し
て
頂
け
ま
す
。

基
本
健
診
に
は
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
が
含
ま
れ
て
お
り
、
受

診
申
し
込
み
さ
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
承
諾
し
た
も
の
と
み

な
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
健
診
の
申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
は
住
民
福
祉
課
（
☎

６
３
・
３
８
０
０
）
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

平成18年度 基本健診・胃・大腸・胸部・乳房検診日程表平成18年度 基本健診・胃・大腸・胸部・乳房検診日程表

月 日 曜日 受付時間 健　診　場　所 備　　考

6 21 水 7:30 ～ 8:30 比井崎漁村センター 田杭・産湯地区巡回

7

1 土 7:30 ～ 8:30 比井小学校 小坂地区巡回

6 木 7:30 ～ 8:30 小浦公民館 方杭地区巡回

11 火 7:30 ～ 8:30 萩原公民館

21 金 7:30 ～ 8:30 荊木公民館

27 木 7:30 ～ 8:30 日高町農村環境改善センター 池田地区巡回

8

6 日 7:30 ～ 8:30 内原保育所２階

18 金 7:30 ～ 8:30 ふれあいセンター 下志賀地区巡回

27 日 7:30 ～ 8:30 日高町武道館 柏・久志・上志賀地区巡回

29 火 7:30 ～ 8:30 日高町文化会館 小池地区巡回
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日
高
町
の
介
護
保
険
料
は
平

成
18
年
度
か
ら
基
準
月
額
３
，

６
８
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
各
所

得
段
階
の
介
護
保
険
料
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

介
護
保
険
料
は
、
私
た
ち
の
介

護
保
険
財
政
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。
納
め
忘
れ
や
滞
納
が
な

い
よ
う
介
護
保
険
料
の
納
付
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
に
は
原
則
年
金
か

ら
天
引
き
の
特
別
徴
収
と
、
納
付

書
で
納
付
す
る
普
通
徴
収
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
普
通
徴
収
に
は
納

め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
介
護

保
険
係
（
☎
６
３
・
３
８
０
０
）

ま
で
。

年
金
の
加
入
の

届
出
に
つ
い
て

20
歳
に
な
っ
た
ら
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
国
民
年
金
の
加
入
届
け

を
し
て
く
だ
さ
い
。

所得段階別介護保険料 （基準月額３,680 円）所得段階別介護保険料 （基準月額３,680 円）

被保険者の所得段階区分 保険料
（年額）

第 1段階
世帯全員が住民税非課税で、
老齢福祉年金受給者、生活保
護受給者

22,080

第 2 段階
世帯全員が住民税非課税で、
前年の合計所得金額＋課税年
金収入額が８０万円以下の者

22,080

第 3 段階 世帯全員が住民税非課税であっ
て、第２段階に該当しない者 33,120

第 4 段階 世帯住民税課税・本人非課税
の者 44,160

第 5 段階 本人住民税課税（被保険者本人
の合計所得金額 200 万円未満） 55,200

第 6 段階 本人住民税課税（被保険者本人
の合計所得金額 200 万円以上） 66,240

〈
保
険
料
納
付
は
便
利
な
口
座
振

替
を
〉

口
座
振
替
な
ら
、
あ
な
た
の
指

定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
。
金
融
機
関
や
郵

便
局
の
窓
口
ま
で
納
め
に
い
か
な

く
て
す
む
の
で
、大
変
便
利
で
す
。

ま
た
、
早
割
口
座
振
替
（
納
付

期
限
の
１
ヶ
月
前
に
納
付
）
に

す
る
と
月
50
円
の
割
引
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
口
座
振
替
で
前
納

に
さ
れ
る
と
３
，
４
９
０
円
の
割

引
で
納
付
書
で
前
納
さ
れ
る
よ
り

５
４
０
円
も
お
得
に
な
り
ま
す
。

〈
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
〉

申
請
免
除
制
度
・
若
年
者
納
付

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。

本
人
の
届
け
出
後
、
審
査
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
所

得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
住
所
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
〉

国
民
年
金
被
保
険
者
の
方
が
役

場
窓
口
で
転
入
や
転
出
届
を
提
出

す
る
と
き
は
住
所
変
更
届
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　

〈
国
民
年
金
基
金
〉

老
齢
基
礎
年
金
に
上
積
み
し
て

年
金
を
受
け
取
る
制
度
で
す
。
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入

で
き
る
年
金
で
す
。

ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
、

全
額
が
所
得
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
民

年
金
基
金
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０・６
５・４
１
９
２
）ま
で
。

平
成
18
年
４
月
か
ら
生
涯
基
礎

年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
・
遺
族
厚

生
年
金
の
併
給
が
可
能
に
な
り
ま

す
。障

害
を
持
ち
な
が
ら
働
い
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
と
す
る

た
め
に
、
65
歳
に
到
達
し
た
障
害

基
礎
年
金
の
受
給
権
者
に
つ
い
て

は
、
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生

年
金
、
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
厚

生
年
金
の
併
給
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（
☎ 

６
３
・
３
８
０
０
）
ま
で
。

第
八
回
特
別
弔
慰
金
を
請
求

さ
れ
て
い
な
い
戦
没
者
等
の

ご
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
慰
金
は
、
終
戦
20
周
年
、

30
周
年
、
40
周
年
及
び
50
周
年
と

い
う
節
目
の
機
会
を
と
ら
え
支
給

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
終
戦
60
周
年

に
当
た
る
平
成
17
年
度
も
、
戦
没

者
の
遺
族
の
皆
様
に
国
と
し
て
改

め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
請
求
の
お
済
み
で
な
い
方
は

至
急
請
求
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
前
回
受
給
権
者
が
亡
く

な
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
対
象

と
な
る
方
が
居
ら
れ
る
場
合
に
は

請
求
で
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

〇
対
象
と
な
る
方

戦
没
者
等
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を

有
し
て
お
り
、
か
つ
、
氏

が
同
じ
で
あ
る

①
父
母　

②
孫　

③
祖
父

母　

④
兄
弟
姉
妹

４
．
上
記
３
以
外
の
、
①
父
母

②
孫　

③
祖
父
母　

④
兄

弟
姉
妹

５
．
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご

遺
族
で
、
戦
没
者
等
の
死

亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
三
親

等
内
親
族

〇
支
給
内
容

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債

〇
請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

尚
、
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
民
福
祉
課

（
☎
６
３
・
３
８
０
０
）
ま
で
。

介護保険料介護保険料のの
納付について納付について
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子
ど
も
を
健
や
か

に
生
み
育
て
る
た
め

の
環
境
づ
く
り
の
重

要
な
柱
と
し
て
児
童

手
当
制
度
が
あ
り
ま

す
。平

成
18
年
４
月
１

日
か
ら
児
童
手
当
制

度
が
拡
充
さ
れ
、支

給
対
象
年
齢
が
、小

学
校
第
３
学
年
修
了
前
か
ら
、小

学
校
修
了
前
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、併
せ
て
所
得
の
限
度
額

も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
ま
で
に
所
得
オ
ー
バ
ー
で
認

定
請
求
を
却
下
さ
れ
た
方
で
も
、

支
給
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、下
記
「
所
得
制
限
限

度
額
管
理
表
」を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。な

お
、新
規
・
額
改
定
認
定
の

対
象
と
な
ら
れ
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、新
た
な
請
求
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。９
月
30
日
ま
で

に
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、４

月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、お
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、現
在
児
童
手
当
を
受
け

て
い
る
方
は
、６
月
中
に
「
児
童

手
当
現
況
届
」を
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、お

手
数
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課
（
☎

６
３
・
３
８
０
０
）ま
で
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

◆
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
は
、母
子
家
庭

や
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
家
庭
に
、お
子
さ
ん
が
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
場
合
は

20
歳
未
満
）ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
額
は
、４
月
か
ら
下
記
の
表

の
よ
う
に
変
更
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
場
合
な
ど
は
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課
（
☎

６
３
・
３
８
０
０)

ま
で
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、20
歳

未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神

に
中
程
度
以
上
の
障
害
も
し
く
は

長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す

る
病
状
に
あ
る
児
童
を
監
護
し
て

い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
当
は
、所
得
や
障
害

の
程
度
及
び
公
的
年
金
受
給
の
有

無
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課
（
☎

６
３
・
３
８
０
０
）ま
で
。

所得制限限度額管理表
扶養親族等
及び

児童数（人）

児童手当
(国民年金加入者）
所得制限額（円）

特例給付
（厚生年金加入者）
所得制限額（円）

0 4,600,000 5,320,000
1 4,980,000 5,700,000
2 5,360,000 6,080,000
3 5,740,000 6,460,000
4 6,120,000 6,840,000
5 6,500,000 7,220,000

※扶養親族が老人の場合、一人につき所得制限額に60,000円加算。

■  児童扶養手当額 ■

子一人 月　　額

全部支給額 41,720 円

一部支給額 41,710 円～9,850 円（10 円単位）

第2子は5,000 円、第3子以降は、1人につき3,000 円加算

特別児童
扶養手当額
月額 支給額

１級 50,750 円

２級 33,800 円

平成18年度 社会教育行事予定カレンダー

4 月
23 日 町ゲートゴルフ大会

スポーツ少年団地方大会（野球）
29 土 スポーツ少年団地方大会（野球）
30 日 スポーツ少年団地方大会（野球）

5 月
3 水 スポーツ少年団地方大会( バレー、野球)
14 日 男女混合ソフトバレーボール大会
21 日 町内ペタンク大会

6 月 17 土 水難救助講習会

7 月

1 土 町民プール開放（～8/31）
9 日 町ファミリーバドミントン大会
23 日 町少年野球大会
28 金 磯観察会

8 月

4 金 磯観察会予備日
9 水 星空観測会
12 土 町長旗争奪野球大会
13 日 町長旗争奪野球大会
20 日 町長旗争奪野球大会予備日
24 木 日高・堺少年交歓会
25 金 日高・堺少年交歓会

10 月

14 土 アサギマダラ観察会
15 日 アサギマダラ観察会予備日
22 日 通学合宿
23 月 通学合宿
24 火 通学合宿
25 水 通学合宿
29 日 町少年柔道大会

11 月

3 金 文化賞
25 土 ふれあい祭

26 日 ふれあい祭
子どもフェスティバル

12 月
10 日 町内駅伝競走大会
16 土 コマ回し教室

1 月

4 木 成人式
子供クラブ・スキー体験研修

5 金 子供クラブ・スキー体験研修

6 土 子供クラブ・スキー体験研修
新春子どもカルタ会

28 日 日高地方駅伝競走大会
2 月 18 日 市町村対抗ジュニア駅伝競走大会
3 月 3 土 スポーツ賞

児童手当制度が
拡大されました！
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各
地
区
で
行
っ
て
い
る
奉
仕
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
お
祭
り
な

ど
に
参
加
し
て
い
る
間
に
お
こ
っ

た
ケ
ガ
は
、
ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
も

関
係
者
の
方
も
大
変
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
自
治
会
活
動

に
参
加
し
て
い
る
間
の
ケ
ガ
に
よ

る
入
院
・
通
院
・
後
遺
障
害
・
万
一

の
死
亡
を
補
償
す
る
た
め
、
町
で

は
町
内
全
世
帯
の
住
民
を
対
象
に

自
治
会
活
動
保
険
に
加
入
し
て
い

ま
す
。
補
償
内
容
と
保
険
金
の
限

度
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

も
し
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ

に
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
保
険

事
故
の
連
絡
が
遅
れ
た
場
合
な
ど

は
、
保
険
金
の
受
け
取
り
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
総
務
課
（
☎

６
３
・
２
０
５
１
）
ま
で
。

補　償　内　容 保険金額

賠償責任（対人・対物補償） １億円

障害

死亡・後遺障害 ３００万円

入院（１日につき） ２, ０００円

通院（１日につき） １, ０００円

障害見舞費用 １０万円

平成 18 年度の区長さんです。
地区名 氏　　名
原　谷 楠　山　公　一
萩　原 辻　村　仁　志
荊　木 田　坂　行　曠
池　田 玉　井　榮　藏
高　家 玉　置　正　之
小　中 白　井　　　穰
柏 湯　川　泰　嗣

上志賀 曽　我　修　治
久　志 湯　川　雅　義
中志賀 志　賀　俊　一
下志賀 稲　葉　豊　一
谷　口 岩　城　道　雄
小　池 白　井　　　隆
方　杭 井　上　　　勲
小　浦 宮　本　雅　文
津久野 山　本　　　均
比　井 岡　本　　　章
小　坂 武　内　　　扶
産　湯 向　井　　　　
阿　尾 上　出　貞　和
田　杭 白　井　健　次

敬称省略

国 勢 調 査 結 果
平成17年 平成12年 増　　減

世帯数 人　口 世帯数 人　口 世帯数 人　口

原　谷 152 474 142 466 10 8

萩　原 358 1,088 313 1,000 45 88

荊　木 248 763 235 739 13 24

池　田 72 240 70 239 2 1

高　家 320 951 273 896 47 55

小　中 98 278 81 239 17 39

柏 37 115 43 131 △ 6 △ 16

小　杭 12 18 11 16 1 2

上志賀 52 168 49 180 3 △ 12

久　志 47 142 48 152 △ 1 △ 10

中志賀 154 476 136 425 18 51

下志賀 137 435 147 480 △ 10 △ 45

谷　口 126 364 103 330 23 34

小　池 101 263 96 268 5 △ 5

方　杭 12 50 12 46 0 4

小　浦 61 165 64 187 △ 3 △ 22

津久野 4 5 6 9 △ 2 △ 4

比　井 140 378 140 399 0 △ 21

小　坂 29 74 27 83 2 △ 9

産　湯 73 214 72 226 1 △ 12

阿　尾 195 552 202 506 △ 7 46

田　杭 52 131 47 131 5 0

合　計 2,480 7,344 2,317 7,148 163 196

※国勢調査より（基準日：各年10月１日）

※平成１７年国勢調査数値は、総務省が公表する小地域集計（町丁・字等別結果）と相違する場合があります。

行
政
相
談
は
、
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
、
役
所
な
ど
が
行
っ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
意
見
・

要
望
の
あ
る
場
合
、
皆
さ
ん
と
役

所
な
ど
の
間
に
た
っ
て
公
平
・
中

立
な
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん

を
行
い
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
運

営
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

【
心
配
ご
と
相
談
】

町
で
は
、
５
月
15
日
（
月
）
に

心
配
ご
と
相
談
、
人
権
相
談
、
行

政
相
談
の
合
同
相
談
を
、
日
高
町

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室
で
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
員
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
・
副
会
長
、

民
生
児
童
委
員
、人
権
擁
護
委
員
、

行
政
相
談
委
員
、
法
務
局
係
員
の

方
々
で
す
。

詳
し
く
は
、
日
高
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）

ま
で
。

▼
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、
無
料

で
耐
震
診
断
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

▼
耐
震
診
断
を
実

施
さ
れ
た
方
で
、

総
合
評
点
が
０
．
７
未
満
の
住
宅
に

つ
い
て
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
建
設
課
（
☎

６
３
・
３
８
０
４
）
ま
で

○
申
込
期
日

平
成
18
年
７
月
31
日
（
木
）

町
内
全
世
帯
を
対
象
に
、

自
治
会
活
動
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

５
月
22
日
〜
28
日
は
春
の
行
政
相
談
週
間
で
す

耐
震
改
修

耐
震
診
断

地
震
に
備
え
て
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昨
年
９
月
に
実
施
し
ま
し
た

「
農
用
地
の
有
効
利
用
に
向
け
た

意
向
調
査
」
に
つ
い
て
、
そ
の
調

査
結
果
の
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
報
告
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
日
高
町
に
お
い

て
農
業
の
後
継
者
不
足
や
高
齢
化

が
進
む
中
、
農
用
地
の
荒
廃
や
放

棄
地
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
実
態
及
び
農
業
者
の

意
向
を
把
握
し
、
今
後
の
農
用
地

の
有
効
利
用
に
向
け
た
取
組
に
活

用
す
る
た
め
実
施
し
た
も
の
で

す
。農

家
の
皆
様
に
は
、
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
調
査

結
果
の
一
部
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
全
項
目
に
つ
い
て
、
知
り
た

い
方
は
、
産
業
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
配
布
時
期　
平
成
17
年
９
月

◆
回
収
時
期　

平
成
17
年
９
・
10
月

◆
配
布
数　

７
１
７
（
農
地
10
ａ

以
上
の
農
家
）

◆
回
収
数　

４
７
６
（
回
収
率

66
．
４
％
）

１ 

経
営
者
の
年
齢
構
成

「
70
代
以
上
」
が
42
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
60
代
」、「
50
代
」

の
順
で
あ
り
、「
60
代
」
と
「
70

代
以
上
」
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の

67
％
を
占
め
る
。

地
区
別
に
み
る
と
、
特
に
「
70

代
以
上
」の
比
率
の
高
い
地
区
は
、

「
比
井
崎
地
区
」
の
52
％
で
あ
り
、

次
い
で「
内
原
地
区
」の
41
％
、「
志

賀
地
区
」
の
38
％
の
順
で
あ
る
。

「
比
井
崎
地
区
」
は
他
の
地
域

よ
り
「
70
代
以
上
」
の
比
率
が
、

10
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
い
。

２　

耕
作
放
棄
地
の
有
無

「
な
い
」
と
回
答
し
た
農
家
は

42
．
９
％
で
あ
っ
た
。
一
方
「
あ

る
」と
回
答
し
た
農
家
は
41
．０
％

で
あ
り
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
ポ
イ
ン

ト
で
あ
っ
た
。

ま
た
、「
あ
る
」
と
回
答
し
た

農
家
の
耕
作
放
棄
地
面
積
を
み

る
と
、「
10
〜
29
ａ
」
が
最
も
多

く
、
次
い
で
「
10
ａ
未
満
」、「
30

〜
49
ａ
」
の
順
で
あ
っ
た
。
ま
た

「
１
０
０
ａ
以
上
」
に
つ
い
て
も

１
％
と
少
な
い
が
み
ら
れ
た
。

地
区
別
に
み
る
と
、
不
耕
起
農

地
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
農
家

が
「
比
井
崎
地
区
」
で
68
％
と
最

も
高
く
、
次
い
で
「
内
原
地
区
」

の
38
．
５
％
、「
志
賀
地
区
」
の

36
．
４
％
の
順
で
あ
っ
た
。

３　

今
後
の
農
業
経
営

「
現
状
維
持
」
が
76
％
と
最
も

多
く
、「
縮
小
又
は
離
農
し
た
い
」

が
次
い
で
18
％
で
あ
り
、「
拡
大

し
た
い
」
が
３
％
と
最
も
少
な

か
っ
た
。

地
区
別
に
み
る
と
、「
拡
大
し

た
い
」
と
回
答
し
た
農
家
は
「
内

原
地
区
」
と
「
志
賀
地
区
」
で
わ

ず
か
に
み
ら
れ
た
が
、「
比
井
崎

地
区
」
で
回
答
し
た
農
家
は
な

か
っ
た
。

ま
た「
縮
小
又
は
離
農
し
た
い
」

と
回
答
し
た
農
家
は
「
比
井
崎

地
区
」
が
28
％
と
最
も
高
く
、
他

の
地
区
に
比
べ
約
10
ポ
イ
ン
ト
高

か
っ
た
。

４　

水
稲
作
の
請
負
耕
作
を
し
て

欲
し
い
と
考
え
て
い
る
農
家
数

50
戸
の
農
家
が
何
ら
か
の
請
負

を
希
望
し
て
お
り
、
う
ち
「
全
部

請
負
」
を
希
望
し
て
い
る
農
家
は

22
戸
で
あ
り
、「
部
分
請
負
」
を

希
望
し
て
い
る
農
家
は
28
戸
で

あ
っ
た
。

地
区
別
で
み
る
と
、「
内
原
地

区
」
が
33
戸
と
最
も
多
く
、
次
い

で
「
志
賀
地
区
」
の
12
戸
で
あ
り
、

「
比
井
崎
地
区
」
は
５
戸
と
最
も

少
な
か
っ
た
。

５　

貸
付
希
望
農
家
数

貸
し
付
け
を
希
望
し
て
い
る
農

家
は
22
戸
で
あ
っ
た
。

地
区
別
で
み
る
と
、
貸
し
付
け

を
希
望
し
て
い
る
農
家
が
最
も
多

い
地
区
は
、「
内
原
地
区
」
の
15

戸
で
あ
り
、次
い
で
「
志
賀
地
区
」

の
５
戸
、「
比
井
崎
地
区
」
の
２

戸
の
順
で
あ
っ
た
。

年　代　別
（町全体）
年　代　別
（町全体）

30代（2%）70代以上
（42%） 40代（8%）

50代（23%）

60代（25%）

耕作放棄地の有無
（町全体）

耕作放棄地の有無
（町全体）

無回答
（16.1%） ある（41.0%）

ない（42.9%）

今後の農業経営
（町全体）

今後の農業経営
（町全体）

拡大したい
（3%）

無回答（3%）

縮小又は離農したい
（18%）

現状維持
（76%）

「
農
地
の
有
効
利
用
に
向
け
た
意
向
調
査
」

結
果
報
告
に
つ
い
て
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地
籍
調
査
は
、
貴
重
な
財
産
で

あ
る
土
地
の
正
し
い
位
置
、境
界
、

番
地
、
地
目
、
面
積
を
明
確
化
す

る
極
め
て
重
要
な
調
査
で
す
。　

本
年
度
の
調
査
計
画
区
域
は
、

大
字
池
田
字
小
井
、
工
田
、
丸
田
、

宮
ノ
向
、
深
山
、
鎌
田
、
中
ノ
長
、

深
藤
、
神
田
と
、
大
字
小
池
字
弘

法
、
山
下
、
片
山
、
藤
ノ
木
、
ニ

タ
所
毛
、
大
苗
代
、
里
神
、
寺
谷
、

丹
ノ
谷
、大
谷
と
、大
字
志
賀
（
上

志
賀
・
久
志
）
字
南
、曾
我
、山
寺
、

清
山
、
柳
谷
、
早
津
川
と
、
大
字

小
坂
字
奥
山
、
峠
谷
と
、
大
字
産

湯
字
小
谷
、大
平
谷
、奥
山
、袋
谷
、

袋
谷
口
と
、
大
字
小
浦
字
新
地
、

新
出
、
中
通
、
東
出
、
矢
田
ケ
谷
、

城
山
腰
、
町
通
、
大
溝
、
高
見
寺

原
、
阪
手
原
、
小
浦
峠
、
縄
手
末
、

津
呂
田
、
水
野
谷
、
小
船
河
、
大

船
河
の
各
字
を
対
象
に
８
５
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
４
，
２
０
５
筆
を
計

画
し
て
い
ま
す
。　

調
査
計
画
区
域
内
に
土
地
を
所

有
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
管

財
課
よ
り
地
元
説
明
会
や
現
地
立

会
い
等
に
日
程
を
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。

大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
に
も

筆
界
の
立
会
い
等
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
管
財
課
（
☎
63
・

３
８
１
３
）
ま
で
。　

地
籍
調
査
は
皆
さ
ん
の

大
切
な
土
地
を
お
守
り
し
ま
す

平
成
18
年
度
は
池
田
・
小
池
・
上
志
賀
・

久
志
・
小
坂
・
産
湯
・
小
浦
地
区
の
８
５
７
㌶



平成 18年 5月 広報ひだか 第 133号

17

■
下
水
道
を
使
用
の
み
な
さ
ま
へ

　

ひ
と
り
ひ
と
り
が
十
分
注
意
し
て
頂
き
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
大
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
下
水
道
に
流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

○
生
理
用
品
、
紙
お
む
つ
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
キ
ッ
チ
ン　

ペ
ー
パ
ー
等
。

○
タ
オ
ル
等
の
布
製
品
、
ビ
ニ
ー
ル
類
、
木
片
等
。

○
残
飯
や
野
菜
く
ず
、
天
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
油
の
廃
油
な
ど
。

○
重
金
属
な
ど
を
含
む
よ
う
な
有
害
物
質
、
農
薬
、
廃
油
な
ど
。

　

詳
し
く
は
上
下
水
道
課
（
☎
６
３
・
３
８
０
５
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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町
税
の
納
付
は

口
座
振
替
で

私
た
ち
が
豊
か
で
安
全
な
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
、
み
ん
な
で
出

し
合
っ
て
負
担
し
て
い
る
の
が
税

金
で
す
。

平
成
18
年
度
の
各
町
税
の
納
期

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
納
期
限

ま
で
納
付
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
税
務
課
で
は
便
利
で
安

心
、
確
実
な
口
座
振
替
制
度
の
ご

利
用
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
方

は
、
グ
リ
ー
ン
日
高
農
業
協
同
組

合
、
和
歌
山
県
信
漁
連
、
紀
陽
銀

行
、
き
の
く
に
信
用
金
庫
、
近
畿

労
働
金
庫
、
郵
便
局
の
金
融
機
関

ま
た
は
、
税
務
課
ま
で
、
口
座
振

替
さ
れ
る
通
帳
と
届
け
出
さ
れ
て

い
る
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎

６
３
・
３
８
０
２
）
ま
で
。

前
納
報
償
金
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
の
前
納
報
償
金
に

つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
・
町
県

民
税
を
第
１
期
分
の
納
期
に
、
前

納
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が

普
段
か
ら
保
険
料
を
出
し
合
っ
て

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
経
済

的
な
負
担
が
軽
く
す
む
よ
う
に
お

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
す
。

会
社
の
健
康
保
険
、
公
務
員
の

共
済
組
合
、
船
員
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
以
外
の
方
は
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
国
民
健
康

保
険
税
係
（
☎
６
３
・
３
８
０
２
）

ま
で
。

農
耕
作
業
用
の
車
輌
で
公
道

を
利
用
す
る
場
合
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
付
け
な
い
で
運
転
す
る

と
道
路
運
送
車
両
法
の
規
則
に
違

反
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
所
有
さ
れ
て
い
る
ト
ラ

ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
乗
用
田

植
機
等
が
対
象
車
輌
と
な
り
ま
す

の
で
、
税
務
課
で
登
録
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
登
録
さ
れ
ま

す
と
翌
年
度
よ
り
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。
税
額
は
、
１
台
に
つ
き

１
，６
０
０
円
で
す
。
ま
た
現
在
、

農
耕
作
業
用
車
輌
に
黄
色
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
ら
れ
て
い

る
方
も
新
た
に
登
録
更
新
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎

６
３
・
３
８
０
２
）
ま
で
。

国
民
健
康
保
険
異
動
の
届
け
出
は
お
早
め
に
！

そ　　の　　他
こんなとき 手続きに必要なもの

退職者医療制度の対象に
なったとき 印かん、保険証、年金証書

市区町村内で住所が変
わったとき

印かん、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯を分けたり、いっしょ
にしたとき
保険証をなくしたとき 印かん、本人であることを証明するもの
保険証を汚したりして使
えなくなったとき 印かん、使えなくなった保険証

国保をやめるとき
こんなとき 手続きに必要なもの

他の市区町村に転出するとき 印かん、保険証
職場の健康保険にはいっ
たとき

印かん、国保と職場の健康保険
の両方の保険証（後者が未交付
のときは加入したことを証明す
るもの）

職場の健康保険の被扶養
者になったとき
国保の被保険者が死亡し
たとき 印かん、保険証

生活保護を受けるように
なったとき

印かん、保険証、保護開始決定通
知書

外国人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

国保にはいるとき
こんなとき 手続きに必要なもの

他の市区町村から転入し
てきたとき

印かん、他の市区町村の転出証
明書

職場の健康保険をやめた
とき

印かん、職場の健康保険をやめ
た証明書

職場の健康保険の被扶養
者からはずれたとき

印かん、被扶養者になれない理
由の証明書

子供が生まれたとき 印かん、保険証、母子健康手帳
生活保護を受けなくなっ
たとき

印かん、保護廃止決定通知書

外国人がはいるとき 外国人登録証明書

町税納期限一覧表
税　目 期　別 納　期　限

軽自動車税 全期分 4月30日

町県民税

第１期分 6月30日

第２期分 8月31日

第３期分 10月31日

第４期分 翌年1月31日

固定資産税

第１期分 5月31日

第２期分 7月31日

第３期分 9月30日

第４期分 12月28日

国民健康保険税 １期～10期 6月～翌年3月

※納期限が土日祝祭日の場合は、翌日となります。
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水道工事は日高町指定給水装置工事事業者へ
日高町内で、各家庭へ水道管の引込工事を行う場合は、日高町指定給水装置工事事業者により施工しなければ
なりません。
水道の新規加入や移設等の工事の時は、次の指定業者を通じて上下水道課（☎ 63 － 3805）まで申請してください。

日高町指定給水装置工事事業者（平成 18年 4月 6日現在）
日　　高　　町 御　　坊　　市 美　　浜　　町

㈱西組 0738‐64‐2676 伊藤忠エネクスホームライフ紀州㈱  0738‐22‐0842 若野管工 0738‐22‐6767

㈱稲垣工務店 0738‐63‐2390 武内水道 0738‐22‐7657 谷村住設建材店 0738‐22‐0466

㈱﨑山工業 0738‐63‐3127 藤並設備 0738‐22‐1622 森本設備 0738‐22‐9170

㈱濱口設備工業 0738‐63‐2524 ㈱森商店 0738‐22‐0535 有　　田　　市
㈱中村建設 0738‐64‐2602 木本設備 0738‐22‐8792 矢ビツ水道 0737‐88‐7574

高見組 0738‐63‐2172 みのるポンプ 0738‐22‐2693 上　富　田　町
㈱神田建設 0738‐63‐2104 大谷住設 0738‐22‐4551 ㈱上地設備工業 0739‐47‐4985

澤設備工業 0738‐64‐2467 ㈲原出住設 0738‐22‐1133 広　　川　　町
三洋建設㈱ 0738‐63‐3629 浦野設備 0738‐22‐6522 ㈱ワカノ 0737‐63‐2248

㈲大正建設 0738‐63‐2841 西﨑住設 0738‐23‐1233 紀　の　川　市
太始建設 0738‐63‐2799 木下住設 0738‐22‐9240 ㈱ナカニシ機工 0736‐64‐4702

辻本水道 0738‐63‐2286 大田設備 0738‐22‐8468 有　田　川　町
バンカー住宅㈱ 0738‐63‐3867 コバタ設備 0738‐22‐4898 山尾設備 0737‐52‐4508

浦出電設 0738‐63‐3004 夏目設備 0738‐22‐4504 花田設備 0737‐52‐3976

御　　坊　　市 印　　南　　町 湯　　浅　　町
ワカヤマ設備 0738‐22‐2946 ㈱第一電工 0738‐42‐0233 シベ設備工業所 0737‐63‐0272

㈱日高設備 0738‐22‐6041 くぼ設備 0738‐45‐0136 和　歌　山　市
㈱小水電機商会 0738‐22‐1449 堀尾電設 0738‐44‐0034 ㈱小畑住宅設備 073‐451‐0255

興和工業 0738‐29‐2420 久保井設備 0738‐43‐8030 有田住宅設備㈱ 073‐471‐5045

㈱コバタ 0738‐22‐4898 日　高　川　町 和歌山配管工事㈱ 073‐471‐0059

紀南電設㈱ 0738‐22‐8211 山本設備 0738‐52‐0807 岩　　出　　市
㈱一伸 0738‐23‐3073 タニモト設備 0738‐53‐0638 オーヤシマ㈱ 073‐669‐2330

楠見水道工事店 0738‐22‐6575 由　　良　　町 田　　辺　　市             

㈱鈴　木 0738‐22‐4100 山名水道設備商会 0738‐65‐3830 ㈱ナカシゲ 0739‐24‐2212

高田ポンプ商会 0738‐22‐3649 美　　浜　　町 ㈱紀の国設備 0739‐81‐3311

熊谷水道工事店 0738‐22‐1195 楠山設備 0738‐23‐1970 ㈱津村商会 0739‐24‐8524

辻工業所 0738‐29‐2048 沢越電気 0738‐23‐4960 海　　南　　市
㈱池永 0738‐22‐4188 ㈲志賀電機商会 0738‐22‐1810 ㈲中家管工業 073‐492‐5551

林ポンプ店 0738‐22‐0774 ナガイ水道 0738‐62‐2848

◆水道料金・下水道料金の納入は便利な口座振り込みで
取り扱い金融機関　グリーン日高農業協同組合、紀陽銀行、きのくに信用金庫、和歌山県信用漁業協同組合連合会
　　　　　　　　　近畿労働金庫、郵便局

◆水道加入者、使用者の方へ
〇　所有者、使用者の方に変更のあるとき、また、中止される場合は前もって届け出が必要です。
〇　届け出のない場合は、従前の使用者の方へ継続して料金を請求させていただきます。
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ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
顕
著
な
功

績
あ
る
い
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技

に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
第
６
回

日
高
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
、

３
月
４
日
、
日
高
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

に
中
川
隼
さ
ん
（
小
浦
）、
湯
川

勇
希
さ
ん
（
志
賀
）、
塩
崎
侑
莉

子
さ
ん
（
荊
木
）、
川
田
妙
さ
ん

（
志
賀
）、上
杉
真
央
さ
ん（
原
谷
）、

屋
敷
統
一
さ
ん
（
萩
原
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

﹇
中
川
隼
さ
ん
の
功
績
﹈

・
平
成
17
年
度
和
歌
山
県
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会　

陸
上
競
技
の

部　

男
子
共
通
八
種
競
技
優
勝

﹇
湯
川
勇
希
さ
ん
の
功
績
﹈

・
平
成
17
年
度
和
歌
山
県
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会　

陸
上
競
技
の

部　

男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
優
勝

﹇
塩
崎
侑
莉
子
さ
ん
の
功
績
﹈

・
平
成
17
年
度
和
歌
山
県
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会　

陸
上
競
技
の

部　

女
子
１
５
０
０
ｍ
優
勝

・
第
38
回
和
歌
山
県
高
等
学
校
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
大
会　

女
子

２
年
３
０
０
０
ｍ
優
勝

﹇
川
田　

妙
さ
ん
の
功
績
﹈

・
第
52
回
近
畿
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
県
予
選
兼
第
34
回

全
国
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
県
予
選
会　

女
子
団
体

優
勝

﹇
上
杉
真
央
さ
ん
の
功
績
﹈

・
和
歌
山
県
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会　

女
子
個
人

戦
48
㎏
級
優
勝

・
平
成
17
年
度
和
歌
山
県
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会　

柔
道
競
技
の

部　

女
子
個
人
戦
48
㎏
級
優
勝

・
平
成
17
年
度
和
歌
山
県
高
等
学

校
柔
道
新
人
大
会　

女
子
個
人
戦

48
㎏
級
優
勝

﹇
屋
敷
統
一
さ
ん
の
功
績
﹈

・
和
歌
山
県
シ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
兼
全
日
本
シ
ニ
ア
選

手
権
大
会
県
予
選　

男
性
の
部
優

勝

【
受
賞
者
代
表
…
屋
敷
統
一
さ
ん
談
】

健
康
の
た
め
に
始
め
た
ボ
ウ
リ

ン
グ
で
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た

だ
き
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
４
月

に
埼
玉
県
で
開
か
れ
る
全
国
大
会

で
、
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
き
ま
す
。

　

青
少
年
総
合
対
策
本
部
、
青
少

年
補
導
連
絡
協
議
会
、
教
育
委
員

会
の
主
催
で
、
青
少
年
健
全
育
成

の
一
環
と
し
て
標
語
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
小
学
生
２
１
０
点
、
中

学
生
４
５
４
点
、
一
般
37
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

数
多
く
の
作
品
の
中
か
ら
厳
正

な
審
査
の
上
、
各
部
門
ご
と
に
一

席
、
二
席
、
佳
作
を
決
定
し
、
２

月
21
日
（
火
）
に
入
賞
者
の
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
下
、
各
部
門
の
一
席
作
品
と

受
賞
者
の
み
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
小
学
生
の
部
】

《
つ
う
が
く
ろ　

ぼ
く
ら
を
ま
も

る　

ま
ち
の
人
》

【
中
学
生
の
部
】

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

大
切
な
の
は

思
い
や
り
》

【
一
般
の
部
】

《
お
は
よ
う
と　

か
け
る
一
声　

ほ
こ
ろ
ぶ
笑
顔
》

　

な
お
、
以
上
の
一
席
作
品
を
中
央

公
民
館
前
、
武
道
館
横
フ
ェ
ン
ス
、

比
井
保
育
所
フ
ェ
ン
ス
、
日
高
中
学

校
東
側
フ
ェ
ン
ス
に
標
語
看
板
と
し

て
１
年
間
掲
示
し
て
い
ま
す
。

第６回 日高町スポーツ賞表彰式

比井小学校
濱口 正記くん

日高中学校
塩路 世奈さん

原　谷
岩﨑 田鶴子さん


